
 

 

 

 

 

 

 

                                              ６月は人権月間です。６月４日（木） 

の全校集会で人権委員会の皆さんが 

「考えよう みんなが笑顔の過ごし方」 

という提案を子ども発信でしてくれま 

した。その後、私は左のような話をし 

ました。教室や学校が誰にとっても安 

心できる場所になるように全職員で取 

り組んでまいります。 

子ども達のためにご家庭との連携も 

しっかりやっていきましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長の話（冒頭の話は省略） 

 ところで、皆さん、学校は楽しいですか。      

学級では安心して過ごせていますか。自分は 

楽しくても周りのお友達はどうでしょう。 

 なんとなく元気のないお友達はいませんか。何かに悩んでい

るようなお友達はいませんか。 

 ６月は人権月間です。周りのお友達の気持ちをみんなでしっ

かり考えてほしいと思います。いじめや差別は絶対にゆるしま

せん。 

 毎日過ごす学級はみんなにとって安心できるところでなけれ

ばなりません。一人でも悲しい思いをしているお友達がいたら、

みんなで相手の立場になって考えを出し合い、温かい学級をつ

くってほしいと思います。 

 そのために全部の学級で人権学習があります。人権集会もあ

ります。毎月のニコニコ集会もあります。相手の気持ちをお互い

に考え合える温かい学校をつくっていきましょう。 

 そして、もし悩んだり。悲しい思いをしている人がいたら、決

して一人で悩まないでください。あなたの周りには味方がたく

さんいます。友だちや先生、おうちの人、誰でもいいので勇気を

出して話してみましょう。必ず相談にのります。 

 まずは、周りのお友達の気持ちをお互いに考えることから始

めましょう。 

 


